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共生は自然の暮らしに立ちかえること

僕にとって、アウトドアライフは趣味であ
り、ライフワーク。琵琶湖もそのフィール
ドとして、釣りなどでよく訪れていま
す。外来魚の増加など、琵琶湖の現状
についても、地元の方からお話しをう
かがったりして、たいへん関心をもっ
ています。
水質の悪化は、人間活動の膨張が一番

の原因だと思うけれど、じゃあ、湖や川か
ら人間を遠ざけてしまえばいいのかとい
うと、決してそうではありませんよね。人
間だって自然の一部、自然の中で生きる
ことが一番自然なんです。琵琶湖に浮か
び、淀川に触れ…、もっともっと自然とふ
れあう中で学び、現在の人間の暮らしを
根本から見つめ直していくことが大切だと
思うんです。

雪の多い福井県に生まれ育った僕にと
って、自然は脅威の対象でもあります。積
雪に押しつぶされそうな家の中で、人間
の力では抗いようのない自然の猛威を何
度も経験しました。本当にいろんなもの
を与えてくれるし、学ばせてもくれるけれ
ど、人間の及ばないとてつもなく大きな
力をもったもの、それが自然です。だか
ら人間は、自然の前では謙虚にならなけ
ればならないって思います。
自然と人とが共生するといこうとは、

決して科学の力で自然を都合のいい形に
かえてしまうことではありませんよね。大
切なのは、僕たち自身が自然の暮らしに
立ちかえっていくこと。とてもシンプルな
ことだと思うのですが…。

昭和25年、福井県生まれ、
東京在住。昭和48年芸能界
デビュー。タレント活動のほ
か、新聞、雑誌への執筆活動
などマルチな才能で活躍中。
芸能界きってのアウトドア派
であり、平成7年には、それ
ぞれが自分なりの自然暮らし
のスタイルを考え、実践する
「自然暮らしの会」を結成、
代表を務める。

「自然暮らしの会」ホームペ
ージ
http://www.bnl.co.jp

漁師たちの小船がうすぼんやりと霞のかかった湖上を行くのを、そっと見守るような桜。
湖と溶け合ってこそ、この艶やかさ、この健気さ――。

樹齢50年を越える「ソメイヨシノ」600本、約4キロメートル続く桜のトンネル。
自転車で駆け抜けるもよし、カヌーで湖がわから眺めるのもよし。

「水のある風景」
写真募集

採用させていただいた方には
記念品を差し上げます（ ）

このコーナーでは、あなたが写した琵琶湖・淀川流域
の写真を募集しています。
［応募要領］ 撮影場所・撮影年月日・住所・氏名・電話
番号を明記して右記まで。

〒541-0041 大阪市中央区北浜1-1-30 横井北浜ビル3Ｆ
（財）琵琶湖・淀川水質保全機構「水のある風景」係
※応募いただいた作品はご返却できませんのでご了承ください。

湖や川とふれあって学ぶ 自然の前では謙虚になる

清水 國明
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共生は自然の暮らしに立ちかえること

写真提供：滋賀県



私たちは毎日の暮らしで、水を使わない

日はありません。蛇口をひねれば水が出る、

豊かで便利な現代生活…でも、見方を変え

れば、限りある水資源をまさしく湯水のよ

うに使い、その排水で川や湖を汚して成り

立っているのが現代生活とも言えるのでは

ないでしょうか。

資源を大切に使い、地球環境に負荷を与

えない生活＝エコライフの実践は、21世

紀を生きる私たちの必須課題。まずは、毎

日の暮らしの中で水を大切にすることから

はじめてみませんか。

特
集

豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
、「
水
の
惑
星
」
と
呼
ば
れ
る
地

球
で
す
が
、
で
は
、
地
球
上
に
は
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い

の
水
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

地
球
上
の
水
の
あ
る
場
所
の
総
面
積
は
約
3
億
６
千

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
体
積
は
約
14
億
立
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
に
あ
る
な
ら
安
心
！
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
実
は
、
こ
の
う
ち
の
約
98
％
は
海
の
水
。
私
た
ち

の
生
活
水
の
源
と
な
る
地
下
水
や
川
や
湖
な
ど
の
表
流

水
は
全
体
の
わ
ず
か
０
・
３
％
ほ
ど
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
い

く
ら
地
球
に
は
水
が
豊
富
だ
と
い
っ
て
も
、
生
活
水
に

は
限
り
が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
存
在
な
の
で
す
。
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琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
水
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な

生
命
の
水
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ

て
も
、
心
か
ら
安
心
し
て
飲
め
る

水
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、

人
々
が
そ
こ
で
泳
ぎ
遊
べ
る
よ
う

な
美
し
い
水
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
。
ま
た
、
多
く
の
動
植
物

を
守
り
育
て
て
い
く
豊
か
な
生
態

系
を
擁
す
る
場
で
も
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
願
い
と
は
う
ら

は
ら
に
、
私
た
ち
は
毎
日
大
切
な

川
や
湖
の
水
を
汚
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
川
や
湖
に
流
れ
込
む
汚

れ
に
は
、
自
然
に
流
れ
込
む
汚
れ

や
工
場
や
田
畑
か
ら
流
れ
込
む
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
家

庭
か
ら
の
排
水
に
よ
る
も
の
が
そ

の
多
く
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

一
軒
一
軒
か
ら
出
る
汚
れ
は
少
な

く
て
も
、
そ
れ
が
集
ま
り
、
川
や

湖
を
汚
す
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

水
環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
生

活
や
活
動
そ
の
も
の
が
引
き
起
こ

す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
を
変

え
て
い
く
強
い
認
識
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
本
質
的
な
解
決
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り

が
身
近
に
で
き
る
行
動
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。
家
庭

で
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
廃

油
の
再
利
用
な
ど
、
台
所
等
で
の

身
近
な
工
夫
を
通
し
て
、
省
資
源
、

再
資
源
化
を
暮
ら
し
の
中
に
根
付

か
せ
、
大
切
な
水
を
守
る
エ
コ
ラ
イ

フ
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
の
原
因

第
１
位
は

家
庭
か
ら
の
排
水

今
日
か
ら

で
き
る
！

台
所
の
工
夫

油は流さない

おばあちゃんの知恵に学べば、洗剤いらず
油汚れのひどいもの以外はせっけんを使わなくても十
分。油汚れも、洗剤を使わずに落とす昔ながらの方法があ
ります。ぜひ、おためしを。

○米のとぎ汁・米ぬか
サポニン成分が油汚れを吸収。
密閉容器のニオイとりにも。
米ぬかは洗いおけにひとつまみ
入れて。細かい粒子が研磨剤の
役目を果たします。

○野菜くずやヨモギの葉
ミカンなどの入っていたネッ
トに入れて、スポンジがわり
にこすってみましょう。食器
類はもちろん、ステンレスの
流しもピカピカに。

活動紹介
―滋賀県環境生活協同組合―

川や海をひどく汚してしまう油。その
油から地球にやさしいせっけんが作れる
なら一石二鳥ですね。現在、各地に廃食
油を回収し、リサイクルしているグループがあるので、自治
体や地域の生協などに問い合わせてみましょう。
滋賀県蒲生郡に事務局がある滋賀県環境生活協同組合は、

廃食油のリサイクルに取り組
むグループのひとつ。自分た
ちで廃食油からせっけんを作
るリサイクルシステムを作り
あげ、さらに、廃食油から燃
料をつくるシステムの普及と
改良へと活動の幅を広げてい
ます。
廃食油燃料づくりのシステ

ムは、天ぷら油などの廃食油
100リットルにメタノール
20リットルを加えて反応さ
せ、2時間ほどで100リット

ルのBDF（バイオ・ディーゼル・フューエル）を作るという
もの。BDFは軽油と同じようにディーゼル車、耕耘機、発電
機、船などに使え、しかも原料が石油ではないので硫黄酸化
物はほとんどゼロで、黒煙の発生も軽油の3分の１だそう。
このシステムは、すでにドイツでは国家事業として強力に

進められており、滋賀県の愛東町をはじめ全国十数か所でミ
ニプラントが設置されて、生成物は実際に公用車、パッカー
車、漁船等の燃料として使われています。

現場から一言
―大阪市下水道局―

雲→雨→地上→川→海→蒸
発→雲…と、水は地球上を循
環しています。その循環の途
中で私たちは水を使い、排水していま
す。そんな生活や産業で汚れた水をき
れいに処理して自然に返す重要な役割
をしているのが下水処理場です。24
時間休むことなく働き続けている下水
道施設は私たちの財産。「ディスポー
ザ（生ゴミ処理機）で生ゴミを砕いて
流すと、水の汚れを増すだけでなく、
排水管の詰まりや悪臭の原因にもなり
ます。また、集水ますにゴミを掃きこ
むと水を汚すうえ、下水管の中にゴミ
がつまり悪臭の原因にもなるのですよ
…」（大阪市下水道局）。きれいな水の
ために、下水道を正しく使うことを心
がけたいものです。

私
た
ち
が
水
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
身
近

な
暮
ら
し
の
場
で
で
き
る
こ
と
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
水
環
境
の

実
態
や
人
間
活
動
と
水
環
境
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
積
極
的
に
学

び
、
体
験
・
実
感
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
学
校
で
の
体
験
学
習

や
野
外
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
博
物
館
な
ど
の
施
設
も
活

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
財
）琵
琶
湖
・
淀
川
水
質
保
全

機
構
で
も
、
流
域
住
民
の
み
な
さ

ん
に
水
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
水
環
境
を
積
極
的
に
学
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
そ
の
ひ
と
つ
。
琵
琶

湖
・
淀
川
の
水
環
境
の
状
況
や
各

種
デ
ー
タ
を
わ
か
り
や
す
い
か
た

ち
で
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
今
回

新
た
に
開
設
し
た
「
琵
琶
湖
と
淀

川
の
水
環
境
を
語
る
会
議
室
」
も
、

み
な
さ
ん
と
対
話
し
な
が
ら
、
い

っ
し
ょ
に
琵
琶
湖
・
淀
川
の
水
環

境
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
ペ
ー
ジ
で
す
。
み
な

さ
ん
の
水
環
境
学
習
に
ぜ
ひ
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

水
環
境
を
学
ぼ
う
！
話
し
合
お
う
！

[

参
考
資
料]

「
地
球
と
生
き
る
55
の
方
法
」
ほ
ん
の
木

「
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
な
れ
る
本
」

Ｐ
Ｈ
Ｐ

「
水
の
お
も
し
ろ
ふ
し
ぎ
雑
学
」

オ
ー
エ
ス
出
版

「
エ
コ
ラ
イ
フ
を
は
じ
め
よ
う
！
」

滋
賀
県
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
課

▲廃食油燃料づくりミニプラント
「エルフA型100L」

▲下水道のしくみとはたらきがわかる、
大阪市此花区の下水道科学館

水きりを使って生ゴミをキャッチ

目の細かい水切りを使って、食べ物くずを下水に
流さないようにしましょう。水切りゴミ袋や、スト
ッキングをかけたり、三角コーナーやバスケットの
穴を細かいものにすることで、台所の汚れをさらに
カットできます。

○豆やめん類のゆで汁
ゆで汁は流してしまわず、
洗いおけにためて。レシチ
ンやデンプンなどの成分が
油汚れ吸収。汚れのひどい
食器やフライパンなどはつ
け置き洗いを。

油は汚れの負荷がとても大きい。例えば、天ぷら
油500cc（ナベ1杯分）を流すと、魚がすめるだけのき
れいな水に戻すのに、浴槽330杯分の水が必要です。
食器類の油汚れは、古新聞などでふき取ってから

洗いましょう。
揚げ油は捨てずに、天ぷら→フライ→から揚げ→

炒め物の順で使い切るよう心が
けて。どうしても残ってしまった
ら、ボロ布や古新聞に吸わせて
生ゴミに出すか、また、せっけん
や燃料などに再生する方法もあ
ります。
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「
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
は
、
最

終
的
に
は
水
、
湖
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
富
栄
養
化
を
は
じ
め
、
有
害
化

学
物
質
に
よ
る
水
質
汚
染
や
生
態

系
の
破
壊
と
い
っ
た
問
題

が
全
世
界
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
関
わ

る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

つ
も
な
く
広
い
範
囲
の
環

境
問
題
へ
の
知
識
と
対
応

力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
」
と
話
す
の
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
小
谷
博
哉
専

務
理
事
。
今
年
も
11
月
に

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
重
要
な
事
業

の
一
つ
で
あ
る
「
第
9
回

世
界
湖
沼
会
議
」
が
開
か

れ
る
の
を
は
じ
め
、
そ
の

後
、「
リ
オ
プ
ラ
ス
10
」
や

「
Ｗ
Ｗ
Ｆ
３
」
と
い
っ
た
環

境
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議

BY BLUEリポート

現
況
調
査
が
不
可
欠
で
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
は
、
科
学
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に

も
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
世
界
の
湖
沼
の
水
質

や
生
態
系
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の

背
景
に
あ
る
社
会
情
勢
に
関
し
て

デ
ー
タ
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
的
に
み
て
も
調
査

環
境
の
整
っ
た
湖
沼
は
数
少
な
く
、

特
に
発
展
途
上
国
の
湖
沼
に
お
い

て
は
十
分
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
。
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
も
、
現
在
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
機
材
を
使
っ
た
比
較
的
容
易

な
水
質
の
調
査
手
法
と
そ
の
結
果

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界

中
に
即
時
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
中
で
す
。

ま
た
、
湖
沼
を
管
理
し
て
い
く
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
も
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

の
重
要
な
事
業
の
一
つ
。
毎
年
、
発

展
途
上
国
を
中
心
に
世
界
各
国
か

ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
湖
沼
管

理
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
研
修
生
の
職
業
は
、

研
究
者
や
上
・
下
水
道
関
係
者
、
ま

た
水
産
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
Ｉ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
で
湖
沼
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
各
国
で
湖
沼
管
理
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が

で
、
21
世
紀
の
湖
沼
環
境
や
、
淡
水

資
源
の
効
率
的
な
確
保
に
つ
い
て
真

剣
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に

具
体
化
し
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に

世
界
に
広
め
て
い
く
か
が
私
た
ち

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
課
題
で
す
」

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
・
中
学
生
の
早
い
段

階
か
ら
の
環
境
教
育
の
充
実
を
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
で

は
、「
湖
」を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

国
際
的
に
共
有
で
き
る
環
境
教
育

法
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
タ

イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ガ
ー
ナ
が
共

同
で
国
際
的
な
環
境
教
育
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
築
き
、
こ
れ
を
ま
ず
、
教
職
に

あ
る
人
や
教
育
学
部
の
卒
業
生
に

広
め
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
今
年
か
ら
の
5
カ
年
計
画
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

昭
和
59
年
、
世
界
各
国
か
ら
湖

沼
の
専
門
家
た
ち
が
滋
賀
県
・
琵
琶

湖
畔
に
集
い
、
第
1
回
の
世
界
湖

沼
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
会
議
を
総
括
す
る『
琵

琶
湖
宣
言
』で
は
、
湖
沼
を
救
う
効

果
的
な
行
動
を
起
こ
す
た
め
に
、

湖
沼
の
特
性
と
管
理
に
関
す
る
情

報
の
国
際
交
流
を
行
う
国
際
的
な

連
絡
組
織
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
設
立

さ
れ
た
の
が
国
際
湖
沼
環
境
委
員

会（
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）で
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
組
織
の
中
核

を
な
す
科
学
委
員
会
を
Ｃ.

Ｅ.

バ
ウ

ア
ー
氏（
世
界
技
術
団
体
連
盟
技
術

環
境
委
員
会
委
員
長
）や
吉
良
竜
夫

氏（
元
滋
賀
県
琵
琶
湖
研
究
所
長
、

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）な
ど
、

13
カ
国
16
名
の
著
名
な
研
究
者
、

計
画
・
政
策
の
専
門
家
で
構
成
。
湖

世
界
湖
沼
の
的
確
な
管
理
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
湖
沼
の

沼
や
そ
の
環
境
を
合
理
的
に
管
理

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
科
学
的
な

研
究
の
推
進
、
技
術
面
・
管
理
面
の

研
修
事
業
、
ま
た
、
発
展
途
上
国

に
お
け
る
湖
沼
の
開
発
や
環
境
保

全
計
画
遂
行
の
た
め
の
助
言
、
と

い
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
4
年
、
主
に
発

展
途
上
国
に
お
け
る
環
境
上
の
適

切
な
技
術
の
適
用
・
応
用
を
推
進
す

る
国
際
連
合
環
境
計
画
国
際
環
境

技
術
セ
ン
タ
ー（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
―

Ｉ
Ｅ

Ｔ
Ｃ
）が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ

の
支
援
財
団
と
し
て
、
同
セ
ン
タ

ー
へ
の
人
的
な
支
援
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

国
際
湖
沼
環
境
委
員
会
　
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
湖
の

環
境
を
見
つ
め
る

デ
ー
タ
収
集
と
人
材
育
成
―

世
界
の
湖
沼
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
し
て

わ
が
国
の
湖
の
み
な
ら
ず
、
現
在
、
世
界
各

国
の
湖
沼
で
は
、
周
辺
の
地
域
の
人
口
増
加
や

工
業
化
な
ど
の
影
響
で
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い

ま
す
。
国
際
湖
沼
環
境
委
員
会（
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）は
、

世
界
の
湖
沼
環
境
を
健
全
に
管
理
し
て
い
く
た

め
の
調
査
研
究
や
国
際
的
な
知
識
の
交
流
を
推

し
進
め
て
い
る
団
体
で
す
。

「湖沼は地球上のすべての環境
問題を映す存在です」と小谷専
務理事

'84
世
界
湖
沼
会
議
で
の

決
議
に
こ
た
え
て

湖
は
す
べ
て
の
環
境

問
題
を
映
し
出
す第9回 世界湖沼会議

B I WA K O 2 0 0 1

テーマ：湖沼をめぐる命といとなみ
● ● ● ●

へのパートナー
シップ―地球淡水資源の保全と回復の実
現に向けて―

会　期：2001年11月11日（日）～16日（金）
会　場：びわ湖ホール（滋賀県大津市）（開閉会式、

全体会議、琵琶湖セッション）大津プリンス
ホテル（滋賀県大津市）（分科会、分科会ワ
ークショップポスターセッション、自主企
画ワークショップ）

詳しくは、ホームページをご覧ください。
URL http://www.biwako 2001.com/
□問 第9回世界湖沼会議実行委員会事務局
1077-528-3466 5077-528-4849

湖沼管理を学ぶた
めに、各国から研修
生が訪れています
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韓
国
の
河
川
水
質
対
策

近
年
の
経
済
開
発
政
策
の
陰
で
河
川
の
汚
染
が
進
ん
だ
韓
国

で
す
が
、
最
近
で
は
大
規
模
な
河
川
対
策
が
制
定
さ
れ
、
水
質

浄
化
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

上
・
下
流
共
栄
を
基
礎
と

し
た
漢
江
水
質
対
策

韓
国
南
部
を
流
れ
る
洛
東
江
で
も
大

規
模
な
河
川
水
質
対
策
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

洛
東
江
は
太
白
市
の
フ
ァ
ン
ジ
池
か

ら
発
し
、
嶺
南
地
域
を
流
れ
南
海
に
流

れ
込
む
嶺
南
人
の
生
活
と
文
化
の
源

で
、
流
域
に
１
、
３
０
０
万
余
り
の

人
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
30
余
年
に
わ
た
る
、

急
激
な
経
済
開
発
政
策
の
裏
で
洛
東
江

で
は
水
質
の
汚
染
が
進
み
ま
し
た
。
政

府
は
下
水
処
理
場
の
よ
う
な
環
境
基
礎

施
設
を
建
設
す
る
な
ど
、
汚
染
物
質
排

出
量
そ
の
も
の
を
減
ら
す
努
力
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
水
質
改
善
効
果
は
は
っ

き
り
と
は
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
'99
年
12
月
、
国
務
総
理

主
宰
の
水
管
理
政
策
調
停
委
員
会
に
よ

っ
て
洛
東
江
再
生
対
策
が
策
定
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
の
対
策
は
、
水
質
・
生
態
・

水
資
源
の
総
合
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ

て
お
り
、
汚
染
総
量
管
理
制
の
全
面
導

入
や
上
水
源
周
辺
地
域
の
管
理
強
化
、

排
水
に
よ
る
汚
染
事
故
の
事
前
遮
断
、

環
境
基
礎
施
設
の
大
幅
拡
充
、と
い
っ
た

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、２
０
０
８
年
ま
で
に
洛
東
江
水
系
の

す
べ
て
の
上
水
源
を
Ⅱ
級
水
水
準
に
改

善
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
政
府
と
上
・
下

流
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
視
点
で
取
り
組

む
洛
東
江
水
質
対
策

当機構では、琵琶湖・淀川水系の水環境に関する活動に対し、助成事業を行っています。ここでは、今年度
の助成対象活動募集のご案内と昨年度、助成を受けて展開された活動の報告をおとどけします。

平成13年度助成対象活動募集

琵琶湖・淀川の水質保全に関わる活動を応援します。
助成の対象となる事業は以下の2項目です。

Ⅰ　琵琶湖・淀川水系の水環境改善事業
・地域に密着した身近な水質浄化事業
・水質浄化事業に必要な材料調達システム作り及び材料調達
・水質浄化事業におけるリサイクル推進事業
・上記に関連する研究

Ⅱ　琵琶湖・淀川の水辺を愛する活動
・水質の保全・改善に関する活動
・自然生態、親水、水源涵養の機能を保全・改善する活動
・水環境について知り、理解する活動

特定非営利活動法人　自然と緑
●会員118人、賛助団体６　
琵琶湖流域で、生命の水を守るための豊かな
森林づくりを目指す「自然と緑」は、助成を受け
て昨年7月「琵琶湖畔・水源とふれ愛の森林づくり
をテーマに、馬ヶ瀬山国有林などで、森林整備
事業（植林地の下草刈、間伐）や親と子の緑陰学
級を展開。自然観察会やビオトープづくりなど
も定例作業として行われています。

世界湖沼会議学生ネットワーク
● 構成員20人　
湖沼に関する講演会などの企画、運営を

行っている当ネットワークでは、今回の助
成を活用して、昨年6月に「湖沼会議学生
ネットシンポジウム　琵琶湖の問題を知る～琵琶湖の外来魚につい
て～」を開催。学生の取材リポートなどを通じ、外来魚について、漁
業や生態学的な問題などさまざまな問題を紹介。参加者への周知を
図りました。

滋賀自然環境研究会
● 構成員161人
滋賀県の自然科学研究の向上を目的に活動を

続ける当研究会。助成を受けて今回は、県内の
環境学習の指導者や琵琶湖などの水質保全活動
に取り組むコーディネーターを育成するために
「生物環境アドバイザー基礎研修」を開催。今年度は、植生コース
と動物コースが設けられ、当会会員をはじめ、各種機関の環境担当
者、学生などが参加しました。

社団法人　大津青年会議所
● 構成員１５４人
琵琶湖の水環境保全や種 の々環境問題に、各種

団体や住民が共同で取り組む「エコラーニングシティ
ー大津」を提唱している当会議所。今回の活動のテ
ーマは、「琵琶湖・水とのふれあい」。住民の琵琶湖に関する意識の高揚と、
さまざまな団体とのパートナーシップの構築を目的に、湖上でのいかだ（ボー
ト）レースや琵琶湖深層水を利用した飲食物の試食などを行いました。

両助成ともに1件あたりの助成金額は30万円程度。助成金の使
途は、助成の目的を満足するものであれば、とくに制限は設けませ
んが、助成を受けた団体又は個人の事務所そのものの運営に関す
る経費、人件費等は除きます。

申し込み受付期間：～平成13年5月15日（必着）

上記助成を希望される団体・個人は応募様式に必要事項をご記
入の上、お申込みください。

※各助成の応募には助成資格を設けていますのでお問い合わせく
ださい

琵琶湖・淀川の水辺を愛する活動助成

平成12年
度

助成活動
報告

琵琶湖・淀川水系の水環境改善事業助成

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構企画開発部
106（6202）1267（代表）506（6202）1317

当機構のホームページでもご案内しています
http://www.byq.or.jp

その他の活動については、次号以降でご紹介します

ソウル�

プサン�

漢江�

洛
東
江�

江
原
道
太
白
市
ク
ム
デ
山
か
ら
発

し
、西
海
へ
と
流
れ
込
む
漢
江
。全
国
民

の
半
数
に
当
た
る
２
、０
０
０
万
人
の

上
水
源
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、近
年
、漢
江
の
水
源
で
あ
る
八
堂
湖

で
は
、周
囲
の
開
発
と
施
設
や
観
光
客

数
の
増
加
に
よ
り
水
質
が
悪
化
。さ
ま

ざ
ま
な
保
護
対
策
を
講
じ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、'90
年
ま
で
は
Ⅰ
級
水(

Ｂ
Ｏ
Ｄ
１

mg
／
R)

で
あ
っ
た
水
質
が
、'98
年
に
は

Ⅱ
級
水（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２
mg
／
R
）ま
で
悪
化

し
ま
し
た
。や
が
て
、八
堂
湖
水
質
改
善

の
世
論
が
沸
き
上
が
り
、中
央
行
政
機

関
と
広
域
自
治
団
体
が
水
質
改
善
対
策

制
定
を
推
し
進
め
、
'98
年
11
月
、「
八
堂

湖
な
ど
漢
江
水
系
上
水
源
水
質
管
理
特

別
対
策
」が
確
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
対
策
の
内
容
は
、
水
辺
地
域
を

設
定
し
て
緑
地
を
造
成
す
る
汚
染
予
防

対
策
、
下
水
処
理
な
ど
環
境
基
礎
施
設

を
拡
充
す
る
汚
染
減
少
対
策
、
水
利
用

負
担
金
制
度
を
通
じ
た
上
流
地
域
支
援

対
策
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
の
財
源
調
達
法
案
と
管
理

体
制
整
備
、
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
上
・
下
流
域
が
共
に

利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
お

り
、
上
水
源
地
域
に
対
し
て
は
土
地
利

用
規
制
、
汚
染
総
量
制
な
ど
汚
染
防
止

措
置
を
強
く
求
め
、
下
流
地
域
に
対
し

て
は
、
水
利
用
負
担
金
を
賦
課
し
て
、

そ
の
財
源
で
上
流
地
域
住
民
た
ち
と
自

治
団
体
を
支
援
す
る
と
い
う
点
が
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。



（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術
及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことにより、
淀川水系の水質保全に寄与し、もって潤いのある地域社会の形成と、関係住民の生活
環境の向上に資することを目的としています。

B YQ

財団
法人琵琶湖・淀川水質保全機構
Lake Biwa-Yodo River Water Quality
Preservation Organization

〒541-0041 大阪市中央区北浜1丁目1番30号 横井北浜ビル3階 q06（6202）1267（代表） FAX06（6202）1317

編 集 後 記

かねてより、読者の皆様からは、水環境を良くする
ための活動のご案内を数多くお寄せいただき、ありが
とうございます。平成13年度も昨年度に引き続き、水
環境の改善につながる活動の支援助成を行います。何
かお役に立てることがありましたらご一報ください。
また、より有意義な活動が行えるようにホームペー

ジに会議室を開きました。皆様のご意見をお待ちして
おります。（Ｍ.Ｏ，Ｙ.Ｍ）

E-mail:biyokiko @byq.or.jp http://www.byq.or.jp

水 辺からのメッセージ

木
津
川
は
三
重
県
の
伊
賀
地

域
を
源
流
と
し
、
２
０
０
余
り

の
支
流
を
合
わ
せ
、
京
都
府
八

幡
市
で
淀
川
に
合
流
す
る
延
長

約
１
０
０
km
に
及
ぶ
一
級
河
川

で
す
。

三
重
県
伊
賀
県
民
局
で
は
、

木
津
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
向
け
て
、
平
成
11
年
7

月
に
木
津
川
に
か
か
わ
る
伊
賀

地
域
の
市
町
村
、
国
土
交
通
省
、

水
資
源
開
発
公
団
、
県
に
よ
る

木
津
川
流
域
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
推
進
協
議
会
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。

協
議
会
は
、
木
津
川
流
域
の

水
質
の
向
上
、
景
観
の
保
全
、

生
態
系
の
回
復
な
ど
多
様
な
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
流
域
住

民
、
来
訪
者
が
心
身
と
も
に
生

き
生
き
と
な
り
、
流
域
圏
の
人

と
人
、
地
域
と
地
域
の
交
流
の

促
進
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

木
津
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
て

三　重

平
成
12
年
12
月
に
は
、
第
2

回
目
の
木
津
川
流
域
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
上
中
下
流
域

の
住
民
約
２
０
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
藤
井

絢
子
氏（
滋
賀
県
環
境
生
活
協

同
組
合
理
事
長
）の
講
演
が
あ

り
、
琵
琶
湖
の
再
生
に
か
け
る

思
い
を
日
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
視
点
を
当
て
熱
っ
ぽ
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
府
立
木
津
高
等

学
校
か
ら
、
水
質
調
査
活
動
を

通
じ
て
広
が
っ
た
地
域
と
の
交

流
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
が
あ

り
、
分
科
会
で
は
、
木
津
川
の

美
化
活
動
、
水
質
や
生
態
系
の

調
査
、
地
域
の
自
然
を
生
か
し

た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
教
育
、
行
政
の
分
野
か

ら
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
、
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
一

体
的
な
流
域
圏
づ
く
り
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
流
域
の
皆

さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。（
三
重

県
地
域
振
興
部
資
源
課
）

琵琶湖・淀川の水環境情報やイベント情報をお
届けしている当機構のホームページに、いつもた
くさんのアクセスをいただき、ありがとうござい
ます。
今回、さらにオープンな情報交換と、琵琶湖・

淀川を愛する皆さんとのコミュニケーションをは
かる中で、これからの琵琶湖・淀川水系の水環境
のあり方を考えていくために、ホームページに
『BYQ－Net Meeting 琵琶湖と淀川の水環境
を語る会議室』を開設しました。
この会議室（掲示板）にはどなたでも書き込み

OK。琵琶湖・淀川水系での活動報告やイベント
紹介など、何でもありのフリートークのページで
す。ぜひ、ご参加ください！！

1980年Ｘｍａｓの朝。琵琶湖の原風景に触れる。
発言者：Ｍｒ．Ｍ
(2001年 02月 01日 木曜日 10:29:50)

当時、大学生でした。遊んでばかりの日々でお金がなかったため、国道１号線の瀬田川大橋西端の交差点での
交通量調査の１日アルバイトをすることになり、クリスマスの朝６時に現地に出向きました。まだ太陽は昇ってい
ません。とにかく寒い。クリスマスなのに、などと内心、後悔しているうちに朝日が差してきて、ようやく周りの
風景が見えだしてきました。
息を呑みました。そこには、朝靄の中で幻想的に佇む琵琶湖がありました。
それまでも何回か琵琶湖に行ったこともありましたが、初めて見る風景です。
少し前、なんでこんな所にと後悔していた自分が恥ずかしくなるくらい、その荘厳さに圧倒されました。
琵琶湖は知ってるよ、と言う人は多いと思います。でも、朝の「一瞬の風景」を知っている人は少ないかも知れ
ません。是非、一度、その風景を見てはいかがですか。おススメです。

昔は私も大学生さんからのコメント
(2001年 02月 01日 木曜日 16:56:08)

私が大学生の頃。夜型だったため、卒論を書いている頃は、朝日を拝んで床につき、目覚めとともに夕日を
拝むという生活を送っておりました。全く逆転した生活を送ってたんですけれども、太陽を拝むとそれだけ
ですごく心が満たされました。滋賀県は、琵琶湖より、西の地方は琵琶湖からいずる朝日を拝み、東の地方
は琵琶湖に沈む夕日を拝むと聞いたことがあります。（東西合ってるかな？）そういったことで文化や気性、
琵琶湖に対する意識も異なっているのではないかと。すごく素敵なことだなあと聞いておりました。
皆さんもそう思いませんか？？


